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がん研究の総合的戦略のながれ

➢ 平成26年に策定された「がん研究10か年戦略」は令和５年度に終了する。

対がん10ヵ年総合戦略 （厚生省、文部省、科学技術庁）

がん克服新10か年戦略 （厚生省、文部省、科学技術庁）

第３次対がん10か年総合戦略 （厚生労働省、文部科学省）

1981（昭和56）年

1984（昭和59）年４月

1994（平成６）年４月

2004（平成16）年４月

がん対策基本法 成立
がん対策基本法 施行
第１期がん対策推進基本計画 閣議決定
第２期がん対策推進基本計画 閣議決定

2006（平成18）年６月
2007（平成19）年４月
2007（平成19）年６月
2012（平成24）年６月

健康・医療戦略 策定（関係大臣※申合せ）
「がん研究分野に対して関係府省が連携して戦略的かつ一体的に推進するため、「がん対策推進基本計画」の示すとおり、今後のあるべき方向
性と具体的な研究事項等を明示する新たな総合的ながん研究戦略を平成25年度に策定し、平成26年度からは新たながん研究戦略に基づいた研究
を推進する。」

2014（平成26）年４月 がん研究10か年戦略 （厚生労働省、文部科学省、経済産業省）

2013（平成25）年６月

健康・医療戦略推進法 施行
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）設立
第３期がん対策推進基本計画 閣議決定

2014（平成26）年
2015（平成27）年４月
2018（平成30）年３月

※内閣官房長官、情報通信技術（IT）政策担当大臣、内閣府特命担当大臣（科学技術政策）、総務大臣、外務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、国土交通大臣

悪性新生物が死亡原因の第１位となる

2019（平成31）年４月 「がん研究10か年戦略」の推進に関する報告書（中間評価）

2023（令和５）年３月 第４期がん対策推進基本計画 閣議決定 3



「がん研究10か年戦略」の見直しに係る記載

➢ 第４期がん対策推進基本計画において、「がん研究10か年戦略」の中間報告書や基本計画を踏まえ、戦略の見直しを

行うこととしている。

「がん研究10か年戦略」

（平成26年３月31日 文部科学、厚生労働、経済産業３大臣合意）

がん研究の進捗状況や、国内外のがん研究の推進状況の全体像、がん患者をはじめとする国民のニーズを正

確に把握した上で、「基本計画」の見直しも踏まえ、本戦略の中間評価と見直しを行う。

「第４期がん対策推進基本計画」

（令和５年３月28日 閣議決定）

【取り組むべき施策】

国は、「がん研究10か年戦略」の中間評価報告書や本基本計画を踏まえ、がん研究の更なる充実に向け、戦

略の見直しを行う。また、関係省庁が協力し、多様な分野を融合させた先端的な研究を推進することにより、

治療法の多様化に向けた取組をより一層推進する。

【個別目標】

がん研究の更なる促進により、がん予防に資する技術開発の推進や医薬品・医療機器等の開発によるがん医

療の充実を図るとともに、がん患者やその家族等の療養生活に関する政策課題の解決を図る。
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第４期がん対策推進基本計画（令和５年３月28日閣議決定）概要

第１．全体目標と分野別目標 ／ 第２．分野別施策と個別目標

第３．がん対策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項
１．関係者等の連携協力の更なる強化
２．感染症発生・まん延時や災害時等を見据えた対策
３．都道府県による計画の策定
４．国民の努力

５．必要な財政措置の実施と予算の効率化・重点化
６．目標の達成状況の把握
７．基本計画の見直し

全体目標：「誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての国民とがんの克服を目指す。」
「がん予防」分野の分野別目標
がんを知り、がんを予防すること、

がん検診による早期発見・早期治療を
促すことで、がん罹患率・がん死亡率
の減少を目指す

「がん医療」分野の分野別目標
適切な医療を受けられる体制を充実させるこ

とで、がん生存率の向上・がん死亡率の減少・
全てのがん患者及びその家族等の療養生活の質
の向上を目指す

「がんとの共生」分野の分野別目標
がんになっても安心して生活し、尊厳を持っ

て生きることのできる地域共生社会を実現する
ことで、全てのがん患者及びその家族等の療養
生活の質の向上を目指す

１．がん予防
（１）がんの１次予防
①生活習慣について
②感染症対策について

（２）がんの２次予防（がん検診）
①受診率向上対策について
②がん検診の精度管理等について
③科学的根拠に基づくがん検診の実
施について

２．がん医療
（１）がん医療提供体制等
①医療提供体制の均てん化・集約化について
②がんゲノム医療について
③手術療法・放射線療法・薬物療法について
④チーム医療の推進について
⑤がんのリハビリテーションについて
⑥支持療法の推進について
⑦がんと診断された時からの緩和ケアの推進に
ついて

⑧妊孕性温存療法について
（２）希少がん及び難治性がん対策
（３）小児がん及びＡＹＡ世代のがん対策
（４）高齢者のがん対策
（５）新規医薬品、医療機器及び医療技術の

速やかな医療実装

３．がんとの共生
（１）相談支援及び情報提供
①相談支援について
②情報提供について

（２）社会連携に基づく緩和ケア等のがん対策・
患者支援

（３）がん患者等の社会的な問題への対策
（サバイバーシップ支援）

①就労支援について
②アピアランスケアについて
③がん診断後の自殺対策について
④その他の社会的な問題について

（４）ライフステージに応じた療養環境への支援
①小児・ＡＹＡ世代について
②高齢者について

４．これらを支える基盤
（１）全ゲノム解析等の新たな技術を含む更なるがん研究の推進
（２）人材育成の強化
（３）がん教育及びがんに関する知識の普及啓発

（４）がん登録の利活用の推進
（５）患者・市民参画の推進
（６）デジタル化の推進
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がん研究１０か年戦略の概要（文部科学省、厚生労働省、経済産業省）

「根治・予防・共生 ～患者・社会と協働するがん研究～」

「基本計画」の全体目標【平成19年度からの10年目標】

今後のあるべき方向性

（１）がんの本態解明に関する研究
（２）アンメットメディカルニーズに応える新規薬剤開発

に関する研究
（３）患者に優しい新規医療技術開発に関する研究
（４）新たな標準治療を創るための研究
（５）ライフステージやがんの特性に着目した重点研究領域
１）小児がん ２）高齢者のがん
３）難治性がん ４）希少がん等 に関する研究

具体的研究事項

（６）がんの予防法や早期発見手法に関する研究
（７）充実したサバイバーシップを実現する

社会の構築をめざした研究
（８）がん対策の効果的な推進と評価に関する研究

・がんの予防と早期発見 ・がんとの共生
・がんの根治をめざした治療
・がん患者とその家族のニーズに応じた

苦痛の軽減

我が国の死亡原因第一位であるがんについて、患者・社会と協働した研究を総合的かつ計画的に推進することに
より、がんの根治、がんの予防、がんとの共生をより一層実現し、「基本計画」の全体目標を達成することを目指す。

戦略目標

・がん研究を継続的に推進していくため、
研究者の育成等にも取り組む。

（１） がんによる死亡者の減少
（７５歳未満の年齢調整死亡率の２０％減少）

（２） すべてのがん患者とその家族の
苦痛の軽減と療養生活の質の維持向上

（３） がんになっても安心して暮らせる
社会の構築

・産官学が一体となり、「がんの本態解明研究」と「実用化をめざしたがん研究」が一体的かつ融合的につながった疾患研究として推進
・臨床現場から新たな課題や国民のニーズを抽出し研究へと還元する、循環型の研究開発
・研究成果等の国民への積極的な公開による、国民ががん研究に参加しやすい環境の整備と、がん研究に関する教育・普及啓発
・研究推進における利益相反マネジメント体制の整備

【研究開発において重視する観点】
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（２）アンメットメディカルニーズに応える新規薬剤開発に関する研究

（４）新たな標準治療を創るための研究

（３）患者に優しい新規医療技術開発に関する研究

（１）がんの本態解明に関する研究

（５）ライフステージやがんの特性に着目した重点研究領域
（小児がん・高齢者のがん・希少がん・難治性がんに関する研究）

（７）充実したサバイバーシップを実現する社会の構築をめざした研究

（８）がん対策の効果的な推進と評価に関する研究

（６）がんの予防法や早期発見手法に関する研究

シーズ探索、ゲノム
医療、免疫療法、リ
キッドバイオプシー、
AI等の新たな科学
技術の利活用、基
盤整備など

「がん研究１０か年戦略」の中間評価について

● 「第３期がん対策推進基本計画」 （平成30年３月９日 閣議決定）

➢「がん研究10か年戦略」は、本基本計画を踏まえ、中間評価や内容を見直すこととしており、国は、現状の

ニーズや我が国に求められる研究について、有識者の意見を参考にしつつ見直す。

● ｢今後のがん研究のあり方に関する有識者会議｣（座長 国立がん研究センター理事長 中釜斉）および｢がん研
究10カ年戦略の進捗評価に関する研究｣（代表研究者 国立がん研究センター 藤原康弘）の議論を踏まえ、がん
研究10か年戦略の中間評価を行った。

● がん研究全体として、概ね順調に進捗している。

● 10か年戦略の枠組みである８つの柱（具体的研究事項）については維持し、第３期がん対策推進基本計画で「取
り組むべき施策」への対応を含め、各柱毎に現状の課題と後半期間で取り組むべき研究の方向性をまとめた。

● また、シーズの探索的研究、ゲノム医療や免疫療法などの新たな治療法に係る研究といった各柱にまたがる研
究については、 「横断的事項」としてまとめた。

8つの柱 （具体的研究事項） 横断的事項
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1. これまでのがん研究について
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2023年（令和５年）４月12日 ・がん研究のこれまでの経緯と主な成果

・スケジュールと議論の進め方

2023年（令和５年）６月上旬 ・議論①

2023年（令和５年）６月下旬 ・議論②

2023年（令和５年）７月（Ｐ） ・取りまとめに向けた議論①

2023年（令和５年）８月（Ｐ） ・取りまとめに向けた議論②

2023年（令和５年）９月（Ｐ） ・取りまとめ

年度末までに新たな戦略の公表を行う

本有識者会議のスケジュールと議論の進め方について（案）

➢ 中間評価時の議論の進め方を参考に、中間評価時の項目立て毎に過去10年間の研究の成果、現状と課題、

今後10年間で取り組むべき研究の方向性について議論し、今秋を目処にとりまとめを行ってはどうか。
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がん研究10か年戦略（中間評価）（平成26年４月～ 中間評価：平成31年４月）

1. がんの本態解明に関する研究

2. アンメットメディカルニーズに応える新規薬剤開発に関する研究

3. 患者に優しい新規医療技術開発に関する研究

4. 新たな標準治療を作るための研究

5. ライフステージやがんの特性に着目した重点研究領域

① 小児がんに関する研究

② 高齢者のがんに関する研究

③ 難治性がんに関する研究

④ 希少がん等に関する研究

6. がんの予防法や早期発見手法に関する研究

7. 充実したサバイバーシップを実現する社会の構築をめざした研究

8. がん対策の効果的な推進と評価に関する研究

9. 各柱にまたがる「横断的事項」について（中間評価で追加）

① シーズ探索

② がんゲノム医療に係る研究

③ 免疫療法に係る研究

④ リキッドバイオプシーに係る研究

⑤ AI等新たな科学技術

⑥ 基盤整備等（データベース、細胞株やサンプルの利用、患者参画に

係る取り組み、患者報告アウトカム、がん研究を担う人材の育成）

（参考）過去の戦略の項目立ての変遷

第３次対がん10か年総合戦略 平成16年４月

1. 学横断的な発想と先端科学技術の導入に基づくがんの本態解明の飛躍的推進

2. 基礎研究の成果を積極的に予防・診断・治療等へ応用するトランスレーショナル・リサーチの推進

3. 革新的な予防法の開発

4. 革新的な診断・治療法の開発

5. がんの実態把握と情報・診療技術の発信・普及

対がん10か年総合戦略 昭和59年４月

1. ヒトがん遺伝子に関する研究

2. ウイルスによるヒト発がんの研究

3. 発がん促進とのその抑制に関する研究

4. 新しい早期診断技術の開発に関する研究

5. 新しい理論による治療法の開発に関する研究

6. 免疫の制御機能および制御物質に関する研究

がん克服新10か年総合戦略 平成６年４月

1. 発がんの分子機構に関する研究

2. 転移・浸潤およびがん細胞の特性に関する研究

3. がん体質と免疫に関する研究

4. がん予防に関する研究

5. 新しい診断技術の開発に関する研究

6. 新しい治療法の開発に関する研究

7. がん患者のQOLに関する研究

10


